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団体戦の枠が取れず出場はならなかったが、リオ五輪の日本代表。2020東京五輪の期待の星である。70ｍの距離から

直径12.2cmの最高得点10点の的を狙う。「10点を取りたいと思うと心がブレます。練習で身につけている、ベストの

フォームと動きを再現することのみに集中します」。性格を自己分析すると「冷静。ミスしても、次の矢は平常心で放つ」。

主将を務める洋弓部男子は５月の関東リーグ戦で優勝し、一昨年36年ぶりに日本一になった全日本学生王座決定戦の

優勝を今年も狙う。個人では、８月のユニバーシアード台北大会での活躍が大いに期待されている。　（2017年５月取材）
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君 法学部法律学科４年

2020東京オリンピックを目指す、アーチェリーの星ポートレート


